
木材産業「働き方改革」の 手引き

今日から始める 経営者向け

Before After

「働き方改革」の前

• 退職者がでた。募集しても
人が集まらない。このまま
では、経営が維持できない。

• 稼げる時に稼がないといけ
ないので休みをあげられな
い。従業員が疲れている。

• 重労働が多く、災害リスク
と経営リスクも高い。

「働き方改革」の後

• 「働き方改革」で会社のイ
メージがアップ。応募者が
増加！

• 能力評価制度を導入し、成
長意欲が向上！

• 作業マニュアルの徹底で安
全意識が改善！作業も効率
化！

「働き方改革」は経営を変えるチャンスです
さっそく取り組みましょう！

木材産業 働き方改革 🔍🔍検索



経営者の役割は？

どんな課題があるの？

「働き方改革」ってなに？
なぜ必要なの？

どのように取り組めば
いいんだろう？

◆ 「働き方改革」に取り組む経営者のために
手引きを作成しました

ヒントが
あります！

経営者

◆ まずはセルフチェック！

「NO」がある方、自信がない方は…
もっと経営を改善したい！と意欲のある方も…

手引きを手にとって「働き方改革」へ！

 経営理念を持ち、従業員と共有してい
ますか。

 経営目標や売上高などの経営情報を従
業員に開示していますか。

 就業規則の作成と見直しを行い、従業
員に周知していますか。

 求人票などに労働条件のほか、自社の
アピールポイントを記載していますか。

 従業員にとって重要な労働条件を通知
していますか。

 雇用契約を適切に結んでいますか。

 従業員の労働時間の管理を適切に行っ
ていますか。

 長時間労働は発生していませんか。

 年次有給休暇などを適切に付与してい
ますか。

 健康診断などを適切に実施していま
すか。

 危険防止措置を講じていますか。

 女性の活躍を促していますか。

 高齢者や年少者・未成年者を適切に
雇用していますか。

 期初に年間の労働日数をカウントし
た上で、1年間の業務の進め方を計
画していますか。

 従業員の能力や実績を適切に評価し
ていますか。

 賃金制度を適切に整備し、
支払いを行っていますか。

 退職金制度に加入してい
ますか。

 安全衛生管理活動を適切
に行っていますか。



課題ごとに経営者への問いかけ

と課題解決のヒントをご紹介。

ヒントは実際に行われている取

組。課題解決に向けて考えるう

えでの気づきになります。

「働き方改革」はステップバイステップで！01
Point

木材産業の経営実態を踏

まえた「働き方改革」の

手順をご紹介。

経営者のふり返りをサ

ポートするためのセルフ

チェックリストのほか、

課題ごとに解決のヒントを紹介！02
Point

取組事例を豊富に掲載！

支援策などの

お役だち情報

も掲載！

経営者のちょっとし

た経験談もつぶやき

としてご紹介！

「働き方改革」の取組事例を多数掲載。

これからの取組の参考に！

03
Point

課題を特定し

解決の方向性について

検討する

取組を計画・実践する
取組を検証し

改善する

ステップバイ
ステップ！



「従業員の採用を有利に進めるためには勤務体系の整備が必要。」
▶▶▶ 事例：経営情報の開示で目標達成に取り組む意識を醸成／

週休二日制を段階的に導入（株式会社栃毛木材工業／栃木県）

事業拡大に伴い、従業員の確保が急務に。

若者が重視する勤務体系の整備が必要。

週休二日制の段階的な導入に着手！
社員の努力と売上の関係を「見える化」！

生産性向上の重要性を社員と共有！

応募人数が大幅に増加！採用人数も倍増！
生産性向上に向けて積極的に取り組む風土も醸成！

課題を
認識
対策を
特定

計画
実施

達成

「女性は有望な働き手。最近は負担の少ない作業も増えている。」
▶▶▶ 事例：負担が軽く毎日勤務でなくてもできる作業を特定（株式会社堤木材／福岡県）

課題を
認識

自社を
ふり返り

計画
実施

達成

「前近代的な経営では限界。「普通の会社」へ。」
▶▶▶ 事例：スキルシートで目標を「見える化」（株式会社アプト・シンコー／富山県）

前近代的な経営では厳しい環境を乗り切れない。

仕事の責任と権限が不明確。
組織体制の構築と社員の意識改革が必要。

スキルシートで目標を「見える化」！
職責に応じた評価体系を導入！

仕事に対する従業員の積極性がアップ！
定着率も100%に！

強い
危機感

業務を
検証

計画
実施

副次的
効果も

手引きは下記のホームページでダウンロードできます
http://www.rinya.maff.go.jp/j/mokusan/seisankakou/hatarakikatakaikaku.html

手引きや木材産業の「働き方改革」に関するお問い合わせ先
林野庁 林政部 木材産業課

03－6744－2292 （受付：平日9：30～17：30）

工場の拡大に伴い、従業員の確保が必要に。

女性は有望な働き手。しかし、
当社の勤務体系では子育てとの両立が困難。

時短で働けるパート職員の募集を開始！
負担の少ない業務を特定！

工場内に女性用トイレを設置！

女性の採用・継続雇用に成功！

（2019年3月作成）
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